
薬師寺回廊関係史料抄

1 薬師寺縁起

一、四面廊一匝  南面廿間、北面十六間、

後依 宣旨周防国造立十三間也、守清元扶、

残別当増祐造立也、但Ⅲ「連子、」避、脇P幣未修補

東面廿四間、西面甘五間、天禄四年二月廿七日夜焼亡 F、 其

又別当平超造立四十三間井講堂東廊十間、合五十余間也、其

但長押所々 打、

2 薬師寺回廊略年表

天延元 (973)。 2・ 27
(天禄 4)

天延元 (973)。 3・ 28

永長元 (1096)・ H・ 24

康安元 (1361)・ 6・ 24

文安 2(1445)。 6・ 2

享禄元 (1528)。 9・ 7

食殿 (十字廊)よ り出火して食堂 。講堂・三面僧坊・回廊・経蔵・鐘楼 。中門。

南大門等焼失、金堂・東西両塔は災を免れる (薬師寺縁起・ 日本紀略 )。

宣詔を下して諸国に薬師寺造営を分担せしむ。回廊は、中門。回廊対間備前国、

汁間備後国、廿二間安芸国、十四間・食堂播磨国が担当す (薬師寺縁起 )。

地震により回廊顛倒す (中右記 )。

地震により金堂・東西両塔破損し、中門・回廊・西院等顛倒す (嘉元記)。

大風により金堂 。南大門・三王門顛倒し、東院堂破損す (大乗院日記目録他)。

金堂 。講堂・中門。西塔・僧坊等兵火によって焼亡 (薬師寺志 )。
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